
【クレフロス施工後１年経過の給水管内面の検証】

• 某ﾏﾝｼｮﾝにおいて、給水管内に線電極によるクレフロス防
食工事を実施し、約１年経過後の防食効果を検証しました。

• この時、施工前と施工後の同じ部屋の同じ箇所を内視鏡
で観察し、比較対照しました。

• 尚、当ﾏﾝｼｮﾝは１０数年前に更生工事（ﾗｲﾆﾝｸﾞ工事）を実
施し、今回２回目の対策として線電極によるクレフロス防食
工事を採用しました。

• 所在地：神奈川県

• 経年数：築後３５年（線電極ｸﾚﾌﾛｽ施工時）

• 配管材質：亜鉛メッキ鋼管（ﾗｲﾆﾝｸﾞ工事実施済み）

• ｸﾚﾌﾛｽ施工：2008年12月
• 検証期間：2008年6月（施工前）

　　　　　　　　　　　　　　　～2009年12月（施工後1年）

　　≪内視鏡観察により判明したこと≫

クレフロス施工後の防食された給水管はほとんどが黒錆
状態で、施工前の未対策の給水管は全てが赤錆でした。
黒錆ということは“新たな錆が発生していない”ことを示して

います。

クレフロス施工後の防食された給水管内には、ｶﾙｼｳﾑ・ﾏｸﾞ
ﾈｼｳﾑが析出したｴﾚｸﾄﾛｺｰﾃｨﾝｸﾞが見られます。

（防食効果が確認できる）
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